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〈 ランチョンセミナーは整理券制です 〉
●　整理券は、会場の発券機もしくはスマートフォンをお持ちの方は日本消化器外科学会総会専用アプリから取得可能です。
●　整理券発券機は、グランドプリンスホテル新高輪 国際館パミール１階ロビーに設置しています。
●　日本消化器外科学会総会専用アプリの取得方法は、第74回Webサイトまたは当日配布のプログラム集でご確認ください。
●　整理券の枚数には限りがございます。悪しからずご了承ください。
●　ランチョンセミナー整理券は、開始5分後に無効となります。
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進化する大腸ステンティング

悪性大腸狭窄に対する大腸ステント治療は、手術前処置としてのBridge to Surgery (BTS) 目的にも使用されている。
BTSに関しては、欧州消化器内視鏡学会臨床ガイドラインには「標準治療としては推奨できない」とあるが、さらに
「ASA≧3または 70歳以上など手術リスクが高い症例に対しては考慮される」ともある。
今回、欧州ガイドラインや最近の文献を解説するとともに、ステントを安全に正確に留置するためのステントそのも
のの進化と、留置時の工夫により適応となりつつある閉塞性直腸癌に対するBTS目的でのステント留置のコツと問題
点を紹介する。
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大腸ステント留置術が悪性大腸閉塞に対して 2012 年より保険適用となったことで、胆癌患者の生活の質を保ちなが
ら、より生理的な消化管機能の温存が可能となった。本治療は、大腸ステント安全手技研究会などの報告により、本
邦における悪性性大腸閉塞に対する大腸ステント留置術はその有用性および安全性が明らかとなり、広く用いられる
ようになっている。現在の問題点は、どの対象にどのタイミングで本治療を実施することが、腫瘍学的なエンドポイ
ントなどの真の患者利益に寄与するかである。今回、このテーマにつき既報や我々のデータに基づき発表させていた
だく。今後、本発表が議論のきっかけるになることを望む。


